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食養（食物栄長）

「

|

’

卜し

li

Ｚ

日

ｔ

!j

1,t･|

－
―
一
一
　
　

‘
－

Ｄ

|，ｊ

ｊＱ】＆

|

，

J

4
k

ｓ
ｌ
ｓ
&

yll』

¶!，･I

ｉ

III】

　11

li

l･i!I

［

り･.:I.･;り|･･･Ｉ勿16……、
･I･ “・･|･゜l d－･･il』･･ . 、

……゜･･I..j.･j.・･･ご

．･い!.畢j.･ullil･･･d:.

lj･りIU･｜・に'･'I..‾.‘

1:゛.'い2、3Qj･.､Iに

　Ｉ，Ｍずに……I'

;.:｜:1｀,ly｡'r，19,'JI･

　.::.CI ･.11,11.11'･.i･;;'.

y･.'j，り111?.ti?.e.･1･

｣リiり11=Iマ1,.制

　'.1Z･ j:.｀,j‘I.I.･1･，

　　t.･.F'い1･r,･r･･.‘･･暗

I･ l j5カh，g171CI.1

.1.･SII力，iye£|乙

　.1'j芯･泊･･.゜;!'j･QJ

に．|･ろ,しり]･･lll･1な

..‘,.I:
|･.1りI,.,かi･|.j.I I.

=l‥‘‥!1たI:･,Iい1.111，●

.II………IlilU.!･一.I･もと』.:./4｀

'1に･/1･物力r･|わJ｢｣1る

｡
!
‐
‐
.
s
!
s
2

S

！
♂
／
！
．
一

メ
粉

Ｄ「

７

し．１１

L.'あ･,･ld°

阿･ヽIてい･S

ろ｡I･｡'･r.1‥1

に

r･,1

ついて

||

JI!1.

ａｌ．ｚ．'ｌｉ．･．

i･I‘,I･･I.･･.を｣ ｆ
ｊ／

応

り
ゆ

な

　11

t

なこ5″j1｣.1でJ,･:･

　･■･・　・・I=･・･･･｜

こ．･．・ｌ ･!．ｙ･｢,１２'･･ご.!，:I

μ･‥!-iyl31171

'･jC ，iUII S ･1 !･

技

.･にtlJfl･!.･:･LI.咄i:･ jl;.･･1,91,ﾖll｡t.｀いt･,･!･1･:.いjl

削゛ !!jl‘11'!･.･lili! 1･..1

こ!｣:･.･i-‥:.'U】･jﾝ.‘JII I,j･ろCj,･':.!･ろ.，||,カI献･!'ロョ･

すjlリFIlj,|に棺ｌ]ＭＩくむ疋，“，j,j].j‘| ･1ぃ;E，

　I I.Jj】'f,'IIIJI.』り.':liり'こ1,1jl゛･rはj,;t･･ !！'j･II･

,1,1',|β･5にS･ l】･,I.rてlごli･･ろ1,ぴ.｣'l･はな･:.rll･1.1り･

梢|･IIla｣･.‘Z-17,:i QIて･j4j..Å..III･の胴II,|.161･!，りこ

な,9,｣11.,い・物てJjる.111;IIld，ljH･.･｜なぴ]てj･.

る・

　･レ．ぃ･:･･.･|'･:･1｣･ ！.‘9j･I･'II･･17｢･1，..･｣JUl｣｣Ilil14･'iIIり１

い＆2･tlｶ･･・ａとS･太る.，

　1..目やljS･のrl･物-!･j,ろこと{1rl=･7･||･!1･･|?･ll.li

　　l･i･,I,[lllしy.j‘lj.吻は，l･I!!･.111とjiぃ勇なぃ.1

　2，fl¨;li･な1ﾋ？ａ或の皮品雁,‘gE】物を飽|引しな1･･

　　もの．



１

千葉体育学研究第３号１９７９年

　3.ぶ白然な精襲加工iこよ勿栄●威分が揖われ

　　ていないもの。

　この１つの●件|ごかな、ている感のが白然食、

すなわち●塵食品といえａ。

　白然會９申心とした僣塵な童品で正しい童生活

を遠ることこそ、かりがえのない我４の生●と僣

塵●守り、いつまで感遡々しく、庖慧|ご瀧ち朧ち

ず:●胴な楼活を迦れること|こなるのである。

　－.gの貪生活は余り|こも誤むが多すＳる。次代

昏|rなろI県鸞、生巷が、食●|ま外童塵震|ご偏り、

その結墨１Ｌて外童廠粛が腸常な伸ぴを塁せ、家

庭ではインスタント食品が氾塵し、内薯や圖加麹

の明示されでいない、墳涼欽料水やスナ。ク藁子

樋を好んで童ぺている瑞枕では、今後どのような

痍影●を残すか非鴬|ご優塵すぺ●ことであると考

ｉるのであａ。尚、瑶壊・栄巷｛童物栄讐｝、‐

軸|こついて線合酌な立場からの研完団体としてＢ

恚瞭合医学会があｌ、生廠・鯛・の面から曰本有

賜鹿婁研完会Ｕ●塵畠・傷化学-SI・増肥巻申心

きしての咆一】きいう圀体のあることを剛記して

jｺ･きます。
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